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１．甲府駅周辺土地区画整理事業の概要

（１）目的

本地区は、旧国鉄貨物ヤード跡地等を活用した、２１世紀における都心地区の活性化を図る新都
市拠点整備事業が進められている。

本事業は、都市基盤施設等の整備による、県都として活力ある拠点形成を図るため、都市計画道
路１０路線及び公園等公共施設の整備改善による、都市拠点としての市街地の形成を目的とする。

（２）施行面積 ２１．９ha

（３）施行期間 平成３年度～令和８年度

（４）平均減歩率 １８．６３％

（５）総事業費 ３９９億円

（６）土地の種目別施行前後施設面積

1



（７）設計図
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令和５年4月1日現在



整備済 整備予定

補 償

工 事

宝二丁目北新線ＪＲアンダー
パス工事（整備済）全線開通

歴史公園から
よっちゃばれ広場を望む

北口2号線
（ＮＨＫ、デッキ）

甲府駅南通り線（整備済）

朝日町通り線（整備中）

甲府駅南通り線（整備済）
全線開通 3

（８）施行状況

凡例

地区界
令和５年4月1日現在



２．社会資本整備総合交付金について
（１）社会資本整備総合交付金

社会資本整備総合交付金は、国土交通省所管の地方公共団体向け補助金を一つの交付金に原則一括

し、地方公共団体にとって自由度が高く、創意工夫を活かせる総合的な交付金として平成22年度に創

設された。

●社会資本整備総合交付金

【特長】

・地域活力の創出を実現するために、県・市町村等が作成した社会資本総合整備計画に基づいてハード・

ソフト両面から国が支援する制度

・個々の事業よりも、計画全体の目標達成（アウトカム）を重視
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（２）社会資本総合整備計画の評価

社会資本整備総合交付金の交付にあたっては、社会資本総合整備計画を作成し、交付期間の終了後、

整備計画の目標の実現状況等について評価を行う。

事後評価対象計画である「甲府駅へのアクセス向上を推進する都市再生区画整理事業」について、

「国土交通省社会資本整備総合交付金交付要綱」第10に基づき、社会資本総合整備計画の事後評価を

実施する。



第10 社会資本総合整備計画の評価

１ 地方公共団体等は、社会資本総合整備計画を作成したときは、これをインターネットの利用により公表するも

のとする。交付期間の終了時には、社会資本総合整備計画の目標の実現状況等について評価を行い、これをイン

ターネットの利用により公表するとともに、国土交通大臣に報告しなければならない。また、必要に応じて、交

付期間の中間年度においても評価を行い、同様に公表及び国土交通大臣への報告を行うものとする。

『社会資本整備総合交付金交付要綱』抜粋
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■事後評価の目的

・ 公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図る。

・ 事業完了の効果、環境への影響等を確認し、必要に応じて適切な改善措置を検討する。

■評価の項目

・ 社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況

・ 事業効果の発現状況

・ 評価指標の最終目標値の実現方策
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３．事後評価について

事後評価対象計画

〇 社会資本整備総合交付金

計 画 名 甲府駅へのアクセス向上を推進する都市再生区画整理事業

計画期間 平成３０年度 ～ 令和４年度（５年間）

評価理由 令和４年度の計画完了による

※ 令和５年度以降も２期計画として事業を継続実施中

事業の進捗状況については、別紙 資料１、資料２、資料３を参照のこと。
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〇 社会資本整備総合交付金
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４．目標値の達成状況の検証
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指標①
「甲府駅南口へのアクセスのための平均旅行速度を、10km/ｈから14km/ｈ
へ向上

指標②
H28年度実施の甲府市市民実感度調査による「道路の整備が進められている」の
実感度（満足度）を270ポイントから275ポイントへの向上

指標③
朝日町通り線の渋滞について甲府駅南通り線、宝二丁目北新線、朝日町通り線
の整備による旅行速度の向上により渋滞長200ｍから140ｍに緩和

評 価 の 基 準 達成度

評価値が目標値を上回った場合 ○

評価値が目標値には達していないものの、
近年の傾向よりは改善していると認められる場合

△

評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 ×
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平均旅行速度の検証
朝日町通り線の整備が完成していないので最終実績値の測定はできない。
参考までに整備計画期間満了時の数値を括弧書きで記載する。
参考値は、R３道路交通センサスにより、以下のように算定した。
朝夕（混雑時）旅行速度 上り下りの平均値 （11.5 ㎞/ｈ+10.4 ㎞/ｈ)/2≒11㎞/ｈ

平均旅行速度は、宝二丁目北新線の開通もあり、少し上昇している。

指標①： 平均旅行速度の向上
指標 単位 現況値と目標値の算定方法 現況値 基準年次 目標値 基準年次 最終実績値 目標達成度

平均旅行
速度の向上

km/h

平成27年度道路交通センサスの混雑時の平均
旅行速度10km/hを現況値としてそれに対し、
旅行速度の上昇率（1.4倍）を乗じて得た値を
目標値としていた。
10.km/ｈ×1.4≒14ｋｍ/ｈ

10km/h Ｈ３０当初 14km/h R４末
―

（1１km/h） ―



指標②： 道路整備の満足度

朝日町通り線の整備が完成していないので最終実績値の測定はできない。
参考までに整備計画期間満了時の数値を括弧書きで記載する。
参考値は、コロナ禍により、令和２・３・４年度の市民実感度調査が実施されなかった

が、令和元年度までの同調査（次ページ以降に結果を示す）において、「道路の整備が進
められている」の実感度（満足度）は着実に向上していることから、令和元年度の数値を
採用し２７３とする。
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指標 単位 現況値と目標値の算定方法 現況値 基準年次 目標値 基準年次 最終実績値 目標達成度

道路整備の満
足度

ポイ
ント

平成２８年度実施の市民実感度調査（次ペー
ジ参照）より、「道路整備が進められてい
る」の実感度の27０を現況値とし、5ポイン
ト（想定）上昇するとして目標値を275と設
定していた。

27０ Ｈ３０当初 ２75 R４末
―

（273） ―



◆「実感度」の順位の向上の変化による効果発現状況の検証

「実感度」とは、甲府市総合計画の施策ごとに「実感度」を４段階で数値化し（「そう思う」を４点とし、「そう思わない」を
１点と換算）合計を有効回答数で除した平均値で表している。

Ｈ28市民実感度調査
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Ｈ30市民実感度調査



（満足度）

R1市民実感度調査

◆「実感度（満足度）」の向上の傾向は続
くものと考えられる。

272
273
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指標③： 渋滞長の緩和

【現況値】
朝夕混雑時、朝日町通り線は甲府駅
南通り線との交差点から愛宕町下条
線の交差点まで渋滞長がつながる。

朝日町通り線の整備が完成していないので最終実績値の測定はできない。
参考までに整備計画期間満了時の数値を括弧書きで記載する。
参考値は、「朝日町通り線ピーク時間帯別渋滞長調査」の結果より、

ピーク時間帯（18：00～19：00）の平均値である120ｍとする。
甲府駅南通り線、宝二丁目北新線の整備により、交通容量が増加し、交差点改良等による渋

滞長が減少したと思われる。
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指標 単位 現況値と目標値の算定方法 現況値 基準年次 目標値 基準年次
最終
実績値

目標
達成度

渋滞長の
緩和

ｍ

朝日町通り線は甲府駅南通り線から愛宕町下条線の交差点
までの距離200ｍの渋滞長が発生していたことから現況値
とした。その現況値に対して、平均旅行速度の向上により
渋滞長は緩和されることとし、渋滞長に旅行速度の上昇率
（1.4倍）を除して得た値を目標値としていた。
200ｍ÷1.4≒140ｍ

200ｍ Ｈ３０当初 140ｍ R４末
―

(120ｍ) ―

【実績値渋滞状況】
【朝日町通り線ピーク時間帯別渋滞長調査結果】
・各時間帯において10分間隔で渋滞長を観測した（Ｒ5.10.2）

時間帯 渋滞長の分布 平均値

8：00～ 9：00 20～120ｍ 70ｍ

13：00～14：00 30～120ｍ 80ｍ

17：00～18：00 30～180ｍ 120ｍ
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５．事後評価書
■ 甲府駅へのアクセス向上を推進する都市再生区画整理事業 事後評価書

・甲府駅南口へのアクセス性の向上。

・市民意向調査における「道路の整備が進められている」の実感度の向上を目指す。
・朝日町通り線の整備により、現状の渋滞の緩和を図る。

A 2,916百万円 B C 0百万円 D 0百万円 0.0%

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　事後評価書

道の整備が進められていることに対する市民の実感度の向上
・H28年度実施の甲府市市民実感度調査による「道路の整備が進められている」の実感度（満足度）
　を270ポイントから275ポイントへの向上を目指す。

朝日町通り線の渋滞緩和
・甲府駅南通り線及び宝二丁目北新線の整備と一体的に朝日町通り線の整備を進めることで、朝日町
　通り線の旅行速度の向上と渋滞緩和を目指す。

  社会資本総合整備計画の事後評価として甲府市で実施

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

計画の名称

計画の期間

2,916百万円
効果促進事業費の割合

C/（A+B+C+D)

合計
（A+B+C+D)

計画の目標

甲府駅へのアクセス向上を推進する都市再生区画整理事業

平成３０年度　～　令和４年度（５年間）

　甲府駅周辺土地区画整理事業及び甲府駅南口整備計画により一体的に勧めているアクセス道路の整備の推進に合わせて、拠点的市街地生成重点地区整備にふさわしい都市
再生区画整理事業を導入し、歩行者、自転車等のネットワークを確立し、甲府駅利用者の利便性の向上と駅周辺の安全・安心で快適な都市空間の創出を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象 　　山梨県甲府市

全体事業費

　　定量的指標の定義及び算定式
備　　　考

14km/h

275ポイント

140ｍ

甲府駅南口へのアクセス性の向上
・H27年度道路交通センサスを基に平均旅行速度の向上を目指す。

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値

H30

　0百万円

中間目標値 最終目標値

―

―

―

R4

10km/h

270ポイント

200ｍ

　令和５年度に実施

　評価完了後、市のホームページへ掲載

 事後評価の実施体制  事後評価の実施時期

 公表の方法
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番号
事業

種別

地域

種別

交付

対象

直接

間接
事業者 市町村名 H30 R１ R２ R３ R４

全体事業費

（百万円）

費用

便益比

A13-

001
都市再生 一般 甲府市 直接 甲府市 甲府市 2,916 1.36

　引き続き、朝日町通り線の整備を推進する。なお、現状においても令和２年度に完成した宝二丁目北新線の整備効果により、指標としている各数値が向上
しているものもあることから、朝日町通り線の整備後の最終目標値について再検討を行うとともに、検証のため、完成後にフォローアップを行うものとす
る。

道路新設、道路改良

要素となる事業名

（事業個所）

 交付対象事業

事業内容

（延長・面積等）

甲府駅周辺地区（(都）朝日通り線外)

１．交付対象事業の進捗状況+B28:T82

A　基幹事業 基幹事業（大）　市街地整備事業

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ 定量的指標に関する
　 交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ 定量的指標
 　の達成状況

指標 ②

最終目標値 275
目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値
―

（273）

指標 ③

　交付対象事業である朝日町通り線の整備が遅れているため、効果の発現状況が把握できない。

３．特記事項（今後の方針等）

最終目標値

最終実績値
―

（11km/h）

Ⅲ 定量的指標以外の交付対象事業の
　 効果の発現状況
 （必要に応じて記述）

最終目標値 140ｍ
目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値

―
（120ｍ）

14km/h
目標値と実績値

に差が出た要因
指標 ①

朝日町ガード詳細設計の着手に不測の日数を要したことから、朝日町通り
線の整備が完成していないので最終実績値の測定はできない。
参考までに整備計画期間満了時の現況数値を括弧書きで記載する。
参考値は、Ｒ３年度道路交通センサスを基に平均旅行速度を計算した。

朝日町ガード詳細設計の着手に不測の日数を要したことから、朝日町通り
線の整備が完成していないので最終実績値の測定はできない。
参考までに整備計画期間満了時の現況数値を括弧書きで記載する。
参考値は、コロナ禍により、令和2年度以降の市民実感度調査が実施されな
かったが、令和元年度までの同調査において、「道路の整備が進められて
いる」の実感度（満足度）は着実に向上しているため、現時点における実
感度は、令和元年度の数値とする。

朝日町ガード詳細設計の着手に不測の日数を要したことから、朝日町通り
線の整備が完成していないので最終実績値の測定はできない。
参考までに整備計画期間満了時の現況数値を括弧書きで記載する。
参考値は、宝二丁目北新線の開通による交通量の減少が、渋滞長の減少に
つながったと考えることができる。

　特になし



H30～R4　都市再生区画整理事業　執行状況一覧表

（単位：千円）

H30 (執行率) R1 (執行率) R2 (執行率) R3 (執行率) R4 (執行率) 計 (執行率)

計画 70,000 20,000 95,000 105,000 10,400 300,400

実施 32,348 46% 12,699 63% 2,816 3% 82,343 78% 913 9% 131,119 44%

計画 0 0 5,000 385,000 886,600 1,276,600

実施 37,652 ー 18,455 ー 0 ー 10,000 3% 87,786 10% 153,893 12%

計画 1,036,000 80,000 0 220,000 3,000 1,339,000

実施 1,036,000 100% 68,846 86% 137,184 ー 27,657 13% 4,701 157% 1,274,388 95%

計画 1,106,000 100,000 100,000 710,000 900,000 2,916,000

実施 1,106,000 100% 100,000 100% 140,000 140% 120,000 17% 93,400 10% 1,559,400 53%

計画 2,916,000

H30～R4　都市再生区画整理事業　執行件数一覧表

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施 15 8 10 5 62

資料１

2 37

6 57

2 37

5

計
19 15 5 12

25

16 13 0 6

16 9

2

9

6 4

工事費
0 0 1 2 2

4 2 0 2 1

補償費

4 2 4 2 16

H30 R1 R2 R3 R4 計

委託費
3 2 4 4 15

5

委託費

工事費

補償費

計



H30～R4　都市再生区画整理事業　事業計画・実施内容

計 画

計 画

計 画

計 画

計 画

資料２

実 施
R4

R3
実 施

H30
実 施

R1
実 施

R2
実 施

R1から繰り越した建物移転等補償４件及び委託費、工事費の減額により前倒しで２件の計６件の補償契約を行った。

朝日町ガード全体の調査設計委託３件、建物移転等補償契約１６件

朝日町ガードの工法検討など部分的な調査設計を行うことになり、５件の委託を行った。

委託費が減額となったことにより、朝日町ガード南交差点の工事を前倒しで行った。（繰越工事）

建物移転等の補償契約を１６件行った。

朝日町ガード詳細設計委託２件、建物移転等補償契約１１件・電線等移設補償契約２件

朝日町ガード詳細設計委託は見送り、北口2号線道路詳細設計等４件の委託を行った。

委託費及び補償費が減額になったことにより、朝日町ガード南交差点の工事の変更（増額）を行った。

建物移転等の補償契約７件及び電線等移設の補償契約２件を行った。

朝日町ガード詳細設計等委託４件、区画道路10-1号線築造工事１件

朝日町ガード詳細設計委託を次年度に送り、建物他補償額積算業務委託２件を行った。

隣接地権者との協議により、区画道路10-1号線築造工事を実施せず次年度に送った。

朝日町通り詳細設計委託４件、朝日町ガード整備等工事２件、建物移転等補償６件

朝日町ガード詳細設計委託４件の委託を行った。

前年度行う予定であった区画道路10-1号線築造工事を行った。

朝日町ガード整備工事は、朝日町ガード詳細設計の遅れにより、令和６年度以降に行う予定となった。

前年度に補償契約を２件行ったことにより、建物移転等の補償契約は４件となった。

建物他補償額積算業務委託２件、朝日町ガード整備等工事２件、電線等移設補償２件

建物他補償額積算業務委託２件の委託を行った。

北口２号線築造工事を行った。

朝日町ガード整備工事は、朝日町ガード詳細設計の遅れにより、令和６年度以降に行う予定となった。

電線等移設補償契約を２件行った。
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